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抄

録

百
事
も
多
く
、
聖
堂
部
位
は
耳
殻
最
も
多
く
、
頭
部
、
顔
面
、
下
腿
之
に
訳

ぐ
。
死
亡
者
は
一
三
例
に
し
て
全
丹
毒
患
者
の
五
・
六
％
に
高
話
す
。
　
治
療
に

就
き
て
は
患
部
は
二
％
酷
酸
馨
土
水
器
法
を
施
し
近
時
コ
ア
ク
リ
ヂ
ン
し
捌
の
塗

布
或
は
灘
布
を
試
み
た
る
に
効
果
推
賞
に
値
す
。
其
他
「
レ
」
線
照
射
を
行
ひ
、

加
ふ
る
に
昭
和
五
年
を
境
と
し
前
牟
は
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
剤
後
牛
は
非
特
異
的
免

疫
元
を
使
用
せ
し
に
後
者
の
効
認
む
べ
き
も
の
あ
り
。

♪
9
0
二
〇
コ
Ω
蜜
甥
窪
日
に
就
て
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二
例
の
墨
田
を
具
ふ
る
炎
症
強
き
小
水
陰
性
白
癬
檬
病
竃
よ
り
縣
飲
菌
を
分

離
せ
り
。
培
養
は
黄
褐
色
微
細
粉
末
性
に
し
て
其
の
形
態
多
形
な
り
。
菌
墨
・
的

に
は
豊
富
に
紡
錘
駅
芽
胞
を
作
り
、
分
類
上
卜
筈
。
臨
8
σ
q
躍
噛
二
日
に
驕
す

も
の
と
せ
り
。
實
験
的
に
移
植
し
人
燈
被
髪
頭
部
に
禿
瘡
を
、
楽
毛
都
に
屡
々

菌
甲
を
件
ふ
小
水
庖
性
白
癬
様
病
竃
を
生
じ
た
り
。
術
動
物
に
は
す
べ
て
に
菌

甲
を
作
り
規
則
的
に
経
渦
す
る
炎
症
を
乗
護
せ
し
め
た
り
。

尿
道
コ
レ
L
線
像
に
現
は
れ
た
る
興
味
あ
る
尿
道
外
溢
流
像
に
潤
て

附
、
重
複
尿
道
症
例
追
加
並
に
ピ
旨
σ
q
醇
及
び
国
一
。
・
。
三
2
雨
氏

の
見
解
挺
封
ず
る
疑
義
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二
一
歳
の
男
子
に
於
て
不
完
全
な
る
軍
複
尿
遣
を
認
め
た
り
、
該
患
者
の
「
尿

道
レ
線
像
」
撮
影
に
際
し
く
・
山
O
議
巳
鍍
℃
①
α
置
と
推
定
す
べ
き
像
を
得
た
η
o

第
山
ハ
巻
　
　
　
三
九
六

而
し
て
該
像
は
丈
献
に
就
て
考
ふ
る
時
も
、
＜
・
島
。
房
州
房
旧
①
昌
置
と
見
倣
す
べ

き
も
の
に
し
て
、
か
エ
る
像
を
累
世
と
轍
す
ト
碧
σ
q
卑
の
読
に
眠
し
て
け
疑
な

き
を
得
ず
。
（
以
上
八
木
抄
）

皮
膚
科
紀
亜
典
　
第
二
十
⊥
ハ
雀
第
一
一
道
…

百
日
咳
菌
並
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
菌
の
冤
疫
學
的
研
究
（
1
）

百
日
咳
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
各
種
注
射
部
位
に
よ
る
冤
疫
髄
産
生

の
比
較
と
其
の
清
長
に
就
て
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百
日
咳
菌
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
　
種
注
射
部
位
に
よ
る
免
疫
盤
産
生
の
比
較

研
究
に
於
て
凝
集
反
鷹
並
に
補
肥
結
合
反
町
検
査
に
よ
り
、
注
射
部
位
と
注
射

定
量
、
注
射
部
位
と
免
疫
禮
の
産
生
度
並
に
産
生
速
度
と
は
、
共
に
重
大
な
る

關
係
を
有
す
と
。

経
皮
冤
疫
に
關
す
る
實
験
的
研
究
（
皿
）

鼠
「
チ
フ
ス
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
以
て
せ
る
経
皮
冤
疫

附
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
A
及
B
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
以
て
ぜ
る

　
経
皮
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疫
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鼠
「
チ
フ
ス
「
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
以
て
主
と
し
て
塗
布
に
よ
る
家
兎
健
康
無
損

傷
皮
膚
よ
り
の
吸
牧
は
僅
微
に
し
て
皮
下
注
射
に
比
し
巻
に
劣
る
が
更
に
之
を

塗
擦
す
る
時
は
張
度
の
抗
燈
が
産
生
せ
ら
れ
、
殊
に
皮
膚
炎
を
惹
・
起
す
る
時
は

鶴
牧
は
花
蕊
促
進
せ
ら
れ
、
抗
原
吸
牧
と
皮
膚
炎
の
度
と
は
三
々
雫
行
ず
る

と
o


